
田
宇
秋
訳
）
に
あ
る
。

今
回
、
ダ

マ
ス
カ

ス
を
攻
略

し
た

「
シ

ャ
ー
ム
解
放
機
構
」

（
Ｈ
Ｔ
Ｓ
）
は
じ
め
反

ア
サ
ド

勢
力
は
、
恐
怖
に
駆
ら
れ

て

ロ

世
界
最
古
の
都
市
、
ダ

マ
ス
　
シ
ア
に
逃
亡
し
た
ア
サ
ド
大
統

カ
ス
が
陥
落
し
た
。
父
子
２
代

に
わ
た
り
５０
年
以
上
も
シ
リ
ア

市
民
を
恐
怖
と
抑
圧
で
支
配
し

た
ア
サ
ド
政
権
は
、

１２
月
８
日

に
縫

罵
を
導

え
た
。

７
世
紀
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
か

ら
北
上
し
た
イ
ス
ラ
ム
軍
は
、

番
兵
が
１
人
か
２
人
し
か
い
な

い
ダ
マ
ス
カ
ス
の
東
門
か
ら
た

や
す
く
城
内
に
入

っ
た
。
ビ
ザ

ン
ツ
帝
国
兵
の
激
し
い
抵
抗
を

斥

け
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
和

山
内
昌
之
氏
　
１
９
４
７
年
生

ま
れ
。
カ
イ
ロ
大
学
客
員
助
教
授
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
客
員
研
究
員
、

東
大
中
東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
長

な
ど
を
経
て
現
職
。
東
大
名
誉
教

授
、
ム
ハ
ン
マ
ド
５
世
大
学
特
別

客
員
教
授
、
中
東
調
査
会
常
任
理

事
。
横
綱
審
議
委
員
会
委
員
長
。

ア
沙
ぴ
独
裁
閾
年
の
終
鵡

歴
史
的
に
シ
リ
ア
は
、
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
や
ロ
ー
マ

帝
国
に
よ
る
政
治
的
統

一
、
ギ

リ

シ

ャ

。
ロ
ー

マ
支
明

の
継

受
、
キ
リ
ス
ト
教
誕
生
な
ど
が

あ

っ
た
。
ア
ラ
ブ

。
イ
ス
ラ
ム

帝
国
の
発
展
を
準
備
し
た
中
東

の
核
心
だ
。
ロ
ー
マ
皇
帝

ユ
リ

ア
ヌ
ス
が
ダ
マ
ス
カ
ス
を

「
東

方
全
州
ａ
酌
」
（
若
林
啓
史

「
シ

リ
ア
の
悲
嘆
」
）
と
呼
ん
だ
の

も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

反
ア
サ
ド
武
装
勢
力
と
そ
の

地
域
は
、
そ
の
ま
ま
ミ

ニ
国
家

に
成
長

９
分
裂
す
る
要
素
を
は

ら
む
。
米
国
に
保
護
さ
れ
た

ユ

ー
フ
ラ
テ
ス
川
東
岸
の
ス
ン
ニ

（
派

ジ
動
い
ユ
Ю
碍
別
亨
聴
薩

護と軍

さ
れ
た
シ
リ
ア
北
西
部
の
不
ン

ニ
派
ア
ラ
ブ
人
の
シ
リ
ア
国
民

軍

（Ｓ
Ｎ
Ａ
）
、
北
西
部
の
ア

レ
ッ
ポ
か
ら
ダ
マ
ス
カ
ス
を
押

さ
え
た
Ｈ
Ｔ
Ｓ
な
ど
だ
。

一
方
で
、
シ
リ
ア
各
地
に
残

党
が
割
拠
す
る

「
イ
ス
ラ
ム

国
」
、
ア
サ
ド
家
の
出
身
母
体

で
あ
る
ア
ラ
ウ
ィ
派
ア
ラ
ブ
人

と
ア
サ
ド
政
権
の
残
党
、
イ
エ

ス
。
キ
リ
ス
ト
の
時
代
か
ら
現

代
ま
で
存
在
す
る
キ
リ
ス
ト
教

徒
共
同
体
な
ど
も
あ
る
。

英
旅
行
家
ベ
ル
の

「シ
リ
ア

縦
断
紀
行
」

（田
隅
恒
生
訳
）

の
表
現
を
借
り
れ
ば
、

「酢
に

油
を
混
ぜ
る
よ
う
に
い
と
も
た

や
す
く
結
び
つ
く
利
害
関
係
の

調
整
」に
心
を
砕
く
政
治
家
は
、

シ
リ
ア
か
ら
当
面
は
出
そ
う
に

な
い
。
優
れ
た
民
主
的
政
治
家

を
望
む
の
は
空
想
的
だ
。
人
格

的
魅
力
に
豊
ｂ
宗
教
指
導
者
の

鰤
蝶
蝋
潮
繁
綽
嬢
撤
酌
∵
破
育

渉
を
排
す
る
独
裁
政
治
家
は
出

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
各
派

。

各
地
域
の
住
民
は
、
強
権
と
恐

怖
で
統

一
国
家
を
維
持
す
る
政

治
に
う
ん
ざ
り
し
て
い
る
。

幸
運
な
ら
、
各
領
域
が
協
定

や
条
約
で
緩
や
か
な
連
合
や
連

邦
に
近
い
形
で
シ
リ
ア
の

一
体

性
を
保
て
る
か
も
し
れ
な
い
。

不
運
な
ら
、
各
領
域
が
ト
ル
コ

や
米
国
の
利
益
と
か
ら
ん
で
対

立
と
内
戦
が
続
き
、
事
実
上
の

ミ

ニ
国
家
の
割
拠
で
シ
リ
ア
の

分
裂
は
な
お
進
む
。

イ
ラ
ン
人
の
中
東
分
析
者
ア

ミ
ー
ル

。
タ
ー

ヘ
リ

に
よ
れ

ば
、
ト
ル
コ
の
エ
ル
ド
ア
ン
大

統
領
は
シ
リ
ア
を

「
ミ

ニ
国
家

の
銀
河
系
」
に
し
た
い
と
い
う
。

米
国
が
庇
護
す
る
ク
ル
ド
人
の

脅
威
の
排
除
は
、
ト
ル
コ
の
安

全
保
障
上
の
最
大
関
心
事
だ
。

シ
リ
ア
の
ク
ル
ド
人

「
ミ

ニ

国
家
」
が
ト
ル
コ
の
ク
ル
ド
人

を
吸
収
統
合
し
て
、
中
東
ク
ル

ド
人
の

「
線
国
家
」
に
成
長
す

る
展
開
は
ト
ル
コ
最
大
の
悪
夢

で
あ
る
。
ト
ル
コ
は
ず
で
に
３

０
０
万
人
の
シ
リ
ア
難
民
を
抱

え
て
い
る
。
難
民
帰
還
が
大
き

な
課
題
と
な
る
シ
リ
ア
新
生
国

家
に
対
し
、　
一
番
の
発
言
権
を

持
つ
国
と
な
ろ
う
。

一　
一
方
、
シ
リ
ア
の
近
隣
国
イ

ラ
ン
を
最
大
の
敵
国
と
す
る
イ

ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相

は
、
エ
ル
ド
ア
ン
氏
と
並
ん
で

シ
ナ
ア
政
変
か
ら
利
益
を
享
受

す
る

〃勝
者
″
と
な
っ
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
シ
リ
ア
。

ロ
シ
ア
の
防
空
能
力
や
イ
ラ
ン

。
ヒ
ズ
ボ
ラ
の
支
援
能
力
の
弱

体
化
を
奇
寅
と
し
て
、
ア
レ
ッ

ポ
な
ど
主
要
地
を
連
日
の
よ
う

に
空
爆
し
た
。
反
テ

ロ
予
防
措

置
と
い
う
よ
り
、
再
建
シ
リ
ア

軍
が
受
け
継
ぐ
主
要
兵
器
を
限

り
な
く
ゼ

ロ
に
近
づ
け
る
戦
略

的
判
断
か
ら
で
あ
る
。
ゴ
ラ
ン

高
原
の
緩
衝
地
帯
か
ら
さ
ら
に

シ
リ
ア
の
奥
に

「
防
衛
地
帯
」

を
設
け
る
作
戦
も
進
め

て
い

る
。
領
土
拡
大
の
野
心
と
批
判

さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。

ス
の
反
抗
は
孤
立
無
援
に
な
ろ

う
と
し
て
い
る
。
シ
リ
ア
の
政

変
に
続
い
て
、
ガ
ザ
紛
争
も
ま

も
な
く
終
息
す
る
は
ず
だ
。

シ
リ
ア
の
春
は
、
現
代
政
治

の
事
件
を
歴
史
の
因
果
関
係
の

文
脈
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
で

き
る
好
例
と
な

っ
た
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
ソ
連

解
体
で
失

っ
た
中
東
の
権
益
を

２
０
１
５
年
の
シ
リ
ア
内
戦
介

入
で
劇
的
に
回
復
し
た
が
、

２２

年
か
ら
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の

戦
況
が
思
わ
し
く
な
く
、
シ
リ

ア
に
配
置
し
た
ミ
サ
イ
ル
防
衛

シ
ス
テ
ム
や
戦
闘
機
の
多
く
を

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
線
に
移
し
た
。

隣
国
と
の
生
死
を
懸
け
た
勝
利

が
優
先
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
が
シ
リ
ア
で
ヒ

ズ
ボ
ラ
や
イ
ラ
ン
革
命
防
衛
隊

の
首
脳
ら
を
殺
害
し
、
ガ
ザ
で

ハ
マ
ス
を
痛
撃
し
た
こ
と
で
ア

サ
ド
政
権
は
急
速
に
弱
ま
り
、

そ
れ
を
援
護
し
て
い
た
イ
ラ
ン

い
と
言
え
な
く
も
な
い
。

戦
争
が
ま
だ
征
服
者
の
″技

〃

だ
っ
た
時
代
に
は
、
歴
史
の
因

鞠

齢
龍
判
嘘
康
騨

阪

ヽ

広
く
地
域
を
横
断
す
る
時
代
に

な
る
と
、
そ
れ
が
目
に
見
え
る

よ
う
に
な

っ
た
。
歴
堂
の
複
雑

な
逆
説
を
直
視
す
る
の
は
、
時

と
し
て
不
愉
快
な
も
の
だ
。

（
次
回
は
１
月
１９
日
帽
載
予
定
）

英
文
は
金
曜
日
の
ジ
ャ
パ
ン

。

ニ
ュ
ー
ズ
に
掲
載
予
定
で
す

やかも1面の続き

平
条
約
を
結
ん
だ
と
、
バ
ラ
ー

領
と
そ
の
兵
の
抵
抗
に
も
遭
わ

ズ
リ
ト
の

「
諸
国
征
服
史
」
（花

ず
、
暫
定
政
権
を
樹
立
し
た
。

「 抄 暢プ 嬢 春 」

奉
運
な
ら
「分
裂
国
家
」起
　
枢輌】務
い解
朝
艤
増【中″け増靱

ナ
自
治
区
ガ

米
欧
か
ら
テ

ロ
組
織

に
指
定

さ
れ

て
い
る
Ｈ
Ｔ
Ｓ
の
指
導
者

ア

フ
マ
ド

。
ア

ッ
シ

ャ
ラ
ア
氏

は

戦

蘭

服

か

ら

平

服

に

着

替

え
、
３
か
月
以
内
に
法
の
支
配

と
宗
義

。
文
化
の
多
様
性
を
尊

重
す
る
民
主
的
政
権
に
移
行
す

る
と
約
束
し
た
。
し
か
し
、
Ｈ

Ｔ
Ｓ
が
ア
ル

。
カ
ー
イ
ダ
の
シ

リ
ア
支
部
だ

っ
た

「
ヌ
ス
ラ
戦

線
」
か
ら
成
長
し
た
前
歴
を
否

定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

何
よ
り
も
、
亘
Ｔ
Ｓ
の
名
に

シ
ャ
ー
ム
が
使
わ
れ
て
い
る
点

に
注
意
す

べ
き
だ
。
シ
ャ
ー
ム

は
こ
の
地
域
の
イ
ス
ラ
ム
中
世

以
来
の
古
称
で
、
今
の
シ
リ
ア

の
版
図
よ
り
広
い
。
第
１
次
世

界
大
戦
の
戦
後
処
理
を
巡
り
英

仏
両
国
に
よ

っ
て
レ
バ
ノ
ン
、

ヨ
ル
ダ
ン
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
シ

リ

ア
の
四

つ
に
分
割
さ

れ
た

「
歴
史
的
シ
リ
ア
」

「
大
シ
リ

ア
」
を
指
し
て
い
る
。

従

っ
て
、
Ｈ
Ｔ
Ｓ
の
目
標
は

「
歴
史
的
シ
リ
ア
の
解
放
」
で

あ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
対
決

を
必
然
的
に
内
包
し
て
い
る
。

口
Ｔ
Ｓ
が

〃
シ
リ
ア
の
春
″
の

担
い
手
と
し
て
、
新
生
シ
リ
ア

国
民
国
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
に
忠
実
だ
と
証
明
す
る
に

は
、組
織
名
に
シ
リ
ア
を
入
れ
、

自
ら
を
変
革
す
べ
き
だ
”

ま
ず
、
行
政
機
構
に
公
務
員

競
律
を
導
入
し
、
共
通
の
制
限

と
兵
器
を
持
つ
正
規
軍
を
創
る

こ
と
だ
。
排
他
性
や
差
別
を
正

と
し
て
の
実
を
示
さ
ね
ば
な
ら

な
い
。
ロ
シ
ア
軍
の
基
地

。
駐

屯
地
の
閉
鎖
、
イ
ラ
ン
革
命
防

衛
隊
の
国
外
遅
去
、
レ
バ
ノ
ン

の
ヒ
ズ
ボ
ラ
の
排
除
な
ど
を
実

現
す
る
必
要
が
あ
る
。

と
は
い
え
、
再
建
国
家
と
し

て
、
統

一
に
し
て
不
可
分
の
シ

リ
ア
を
理
想
と
し
て
目
指
す
の

は
、
Ｈ
Ｔ
Ｓ
に
と

っ
て
当
面
は

絵
空
事
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
シ
リ
ア
が
中
束
の
中

で
も
特
に
、
複
層
性
や
重
層
性

に
富

ん
だ
地

域
だ
か

ら

で
あ

る
。
シ
リ
ア
で
は
、
紀
元
前
１５

世
紀
以
来
、
外
か
ら
来
た
強
国

の
様

々
な
一一一塁
山や
宗
教
な
ど
の

文
化
が
消
え
去
る
こ
と
な
く
累

積
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

∧
２
面
に
続
く
∨

当
化
す
る

「
イ
ス
ラ
ム
国
」
の

よ
う
な
過
激
派
と
は
異
質
だ
と

明
言
し
、
民
族
、
宗
教
、
宗
派

の
少
数
派
や
女
性
な
ど
を
保
護

す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

ア
サ
ド
独
裁
体
制
と
市
民
抑

圧
に
加
担
し
た
外
国
人
を
国
外

に
追
放
し
、
自
ら

″
解
放
軍
″

漂 魂 .
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